
 
 

平成20年度第4回役員会報告 

平成21年2月9日（月）午後6時30分よ

りさくら市氏家保健センター集団指導室に

て開催された。 

出席者：尾形会長・山田副会長・阿久津副会

長・西・後藤・軽部・佐藤・佐野・岡・半田 

手塚・本間・尾形新・大和田・池田監事 

川原事務長・粂川次長 

（医師連盟より）村井信・植木・仲嶋 

 
理事会に先立ち、塩谷広域行政組合より、

休日夜間診療室協力医師の源泉徴収漏れに

ついての報告と謝罪があった。 
議題Ⅰ 塩谷総合病院移譲問題について 
 尾形会長より、国際医療福祉大学病院が

正式に受け皿になったこと、４月以降新体制

下で崩壊した地域医療をどう再生するかに

ついての話があり、山田副会長（矢板医師団

長）から矢板医師団では国際医療福祉大学に

救急医療、情報公開、病診連携の推進、医師

団・医師会との相互補完について要望書を提

出したことが報告された。友好な関係を最初

から構築するように努めることが確認され

た。また、現状では新病院は医師確保が困難

なため、８名の医師でスタートする模様で救

急医療に限界があることが予想される。医師

会は今後どのような協力が出来るか模索し

ていくことになる。 
議題Ⅱ 塩谷地区休日夜間こども診療室 

について 
 阿久津副会長より、こども診療室の協力医

師がスタート時に比べ減少しており、現在く

ろす１０名、塩谷１１名となっている現状と

利用者自体も減少していることが報告され

た。さらに次年度の運営について出席した理

事の中で協力している医師に意見を求めた。

１か所に縮小して継続するのが現実的との

意見が多数を占めた。今後広域行政との細か

い点の調整は阿久津副会長に一任すること

になった。 
議題Ⅲ 平成20年度決算見込みと 
 平成21年度予算案について 

会計担当理事より説明があった。 
議題Ⅳ 税務調査と税理士交代について 
 粂川次長より在宅当番医報奨金が交際費

とみなされたため、法人課税されたことと旅

費日当と講師謝礼の源泉税に対する修正納

付が生じた事が報告された。この対策として

今後、在宅当番医報奨金は各医師団に振り込
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「医師会だより」は活字の大きさを大きくして読みやすくしました。 
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塩谷郡市医師会だより 



まず、実施医療機関に直接振り込むこととし

この場合は医師会では源泉税納付の必要な

いことが報告された。 
 また、現在の星税理士から顧問辞退の申し

出があり、次年度からさくら市の本橋秀夫税

理士（57）に変更したいとの話があり、承認

された。 

議題Ⅴ 旅費規程の制定について 
 前述の税務調査で指摘された旅費（交通

費）について、新たな規定を設ける提案（移

動距離に応じて旅費が異なる）がなされ、可

決承認された。 

議題Ⅵ 公用車の入れ替えについて 
 現車両が平成４年納車で老朽化し、トラン

クに雨漏りが見られ安全性にも不安がある

ことから、リースでホンダ車（1500cc）に入
れ替えることが提案され承認された。 
 

平成20年度第5回役員会報告 
平成21年3月9日（月）午後6時30分よ

りさくら市氏家保健センター集団指導室に

て開催された。 

出席者：尾形会長・山田副会長・阿久津副会長 

西・後藤・軽部・佐藤・佐野・岡・半田 

手塚・本間・尾形新・大和田・池田・越井 

大草議長・高橋副議長・川原事務長・粂川次長 

議題Ⅰ 平成20年度決算見込みと 

平成21年度予算（案） 

 西会計担当理事から４月の総会に向けて 

説明があった。 

議題Ⅱ 地域医療供給システムの見直し 

 尾形会長より、塩谷地区の医療の現状把握

と今後の対応についての説明があった。 

議題Ⅲ クリニカルパス普及推進事業 

 阿久津副会長より、脳卒中対策事業として

那須郡市医師会が行なっている大田原日赤

（急性期）、県医師会塩原病院（回復期）の

連携パスを使用するような形で連携事業を

進める計画の説明があった。 

議題Ⅳ 国際医療福祉大学との懇談会報告 

 2月12日矢板市で塩谷総合病院の移譲先と

なる国際医療福祉大学幹部との懇談会が開

かれたことが報告された。 

議題Ⅴ 第３回シンポジウム開催について 

 昨年までは秋に行なわれていた地域医療

シンポジウムを、今年は７月11日（土）に

矢板市で開催する企画案が阿久津副会長か

ら説明された。テーマは「塩谷地区の救急

医療の今後」で、4月から新病院となる国際

医療福祉大学塩谷病院を中心としたシンポ

ジウムとなる予定である。 

＊その他 

1）獨協医大・自治医大、他の医師会との連

携強化を務める予定。 

2）休日夜間こども診療室の源泉税徴収漏れ

の件での報告 

3）4月からのこども診療室当番表 

4）社保支払基金審査員奥山先生の後任に小

島崇先生が決まったこと 

5）ＭＲワクチン誤接種について 

6）郡市医師会・大学医師会懇談会 

2月 20日の報告 

7）佐野市医師会との懇談会 

2月 26日の報告 

8）県医師会代議員会（3月7日）報告 

9）公用車が日産ノートになること 

10）県医師会親善ゴルフ大会の案内 

11）県北医師会講演会が 4 月 25 日（土）に

矢板市イースタンホテルで開催予定 

12）西島英利参議院議員の全国訪問日程 

13）医師会駅伝チームがさくら市駅伝大会で

3位入賞報告 

 

 



○国際医療福祉大学塩谷病院の概要 

 ４月からＪＡ厚生連塩谷総合病院が「国際

医療福祉大学塩谷病院」の名称でスタートす

ることが発表された。また、当初の医師数は

塩谷総合病院からの継続が7名、新規採用が

9名の16名の体制となることも明らかにされ

た。その内訳は内科医３名、外科5名、脳外

科１名、小児科3名、耳鼻科1名、眼科1名、

麻酔科1名、リハビリ1名となる。 

最初から救急医療の体制を構築するのは

困難だが、事前の予想より多くの医師が確保

されたのではないだろうか。今後の医師数の

推移を見守っていきたい。 

日時：平成21年2月17日（火）午後7時～ 

場所：さくら市氏家保健センター集団指導室 

講師：獨協医大耳鼻咽喉科教授 

平林秀樹先生 
講師の平林先生は気管食道の疾患を専門

としており、小児の喉頭の特異性についてわ

かりやすく説明してく

れた。また、喉頭軟化

症や新生児の両側声帯

マヒなどの疾患を、映

像を交えながら興味深

く示してくれた。われ

われ実地医家にとっ

て重要な急性喉頭蓋炎、仮性クループどの疾

患の対処法や小児で問題となる異物誤飲に

ついても詳しい説明があり、役に立つ講演会

であった。      （報告者：岡） 
 

 

 

 

 今度の４月から介護保険の審査会は大き

な変更が行なわれる。それに先立ち、去る 2

月26日（木）午後6時30分から、矢板市公

民館において研修会が行われた。介護保険は

今や医療保険と並ぶ日本の公的保険の大き

な柱である。その中で介護度を決める認定審

査会は重要な会議であり、われわれ医師が大

きな役割を果たしている。その審査会で使用

するデータや判定方法は厚生労働省の役人

が机上で考えた空論に基づき、これまでもた

びたび変更されてきた。これに対し塩谷郡市

医師会では介護保険スタート時から安達先

生や尾形新先生を中心に異議を申し立てて

いた。今回の変更もまた、調査員が行なう、

あやふやな評価に基づいたデータを全面的

に受け入れた上でのコンピュータの判定に

なるべく異議を挟めなくしたとしか思えな

い変更である。審査会の二次判定の変更は調

査員の特記事項と主治医意見書により介護

の手間が相当かかると判断されない限り変

更が困難になった印象がある。そういう点で

は医師が書く主治医意見書の重要性がより

いっそう増している。今後、医師会だよりで

は介護保険についても取り上げていきたい

と考えている。 

特別寄稿 
塩谷総合病院の移譲に思う 

      広報委員会委員長 岡 一雄 

 ＪＡ栃木厚生連が収支悪化を理由に塩谷総

合病院の経営移譲を行なうことが明らかに

なったのは一昨年の年末であった。それから

約一年、ようやく移譲先が国際医療福祉大病

院に決まって、４月から新病院としてスター

トする。 

学術講演会報告 
テーマ：「小児の気道疾患とその取り扱い」 

平成20年度介護保険審査会委員現任研修会 



この一年間、市民もそうであったが塩谷郡

市医師会も中核病院機能の存続を求めて署

名活動をしたり、シンポジウムを開催したり、

県や広域行政、県医師会、移譲先と想定され

た公的医療機関などに尾形会長を中心とし

て働きかけを行なってきた。そして新聞紙上

や県当局から発信されるさまざまな情報に

翻弄された結果の移譲先決定であった。はた

してそれらの活動が役に立ったのかどうか

どうも判然としない。何もやらなくても結果

は同じだったのではないかという悲観的な

考えも浮かんでくる。 

しかし、一方で確実に言えることがある。

それは医師会が地域医療の崩壊という事態

に対してひとつにまとまって行動できたと

いうこと。そして市民に医療の現状を訴えた

署名活動やシンポジウムを通して、今後市民

と協同することができる素地を作れたとい

うことである。新病院は当初８名の医師でス

タートすると聞いている。多い時医師が３２

名働いていた塩谷地区最大の中核病院だっ

た時の体制に戻すのは並大抵のことではな

いし、あるいは夢物語かもしれない。 

しかし、われわれ医師が常々患者さんに言っ

ているように、決して希望を捨てないで、あ

きらめないで進んで行こうではないか。 
（報告者：岡） 

さくら市駅伝大会 

医師会チーム堂々の三位入賞 
 

去る 3月１日（日）さくら市ゆうゆうパー

クで行われたさくら市駅伝大会に出場した

塩谷郡市医師会チームは三位入賞を果たし

た。一昨年惜しくも入賞を逃した今大会（昨

年は雪で中止）は、医師会から森島、西の二 

名が参加し、強力な助っ人メンバーを集め

て優勝を目指した。全員がその実力を十分に

発揮して、参加 19 チーム中、見事三位に入

賞した。今年のレースは今までで一番レベル

の高い争いで、上位6チームが大会新記録で

あった。また、森島選手が4区の区間賞も獲

得した。 
なお今回、北京オリンピック競歩の日本代

表で日本人として初めて入賞した、さくら市

在住の山崎勇喜選手が競歩で同じコースを

全区間歩いた。 
 

ＴＯＰＩＣ

Ｓ 写真上：森島先生 （表彰式） 

写真左：山崎選手  写真右：西健太郎先生 

■■第６２回塩谷郡市医師会総会のご案内 

日時：平成21年4月5日（土）午後5時30分 

場所：さくら市氏家保健センター集団指導室 

総会後、ＮＩＷＡカフェダイニングにて懇親

会も開催します。ぜひ多くの先生方の出席をお

願いいたします。 


